
         

  

二
百
年
近
く
に
わ
た
り
今
井
町
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
の
秋
祭
り
が
、
今
年
も
１０
月

１４
・

１５
日
に
開
催
。 

初
日
の
宵
宮
は
１１
時
か
ら
春
日
神
社
で
神
事

が
執
り
行
わ
れ
、
午
後
に
は
だ
ん
じ
り
が
出
発
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
夜
間

曳
行
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
境
内
に
特
設

舞
台
を
準
備
し
て
夕
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
催
し
を 

           

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
を
今
井
小
学
校
体

育
館
に
変
更
し
て
開
催
。 

二
日
目
の
本
宮
は
、
８
時
か
ら
神
事
の
あ
と
、

秋
晴
れ
の
も
と
で
２
台
の
だ
ん
じ
り
が
若
者
た
ち

や
氏
子
の
人
、
小
学
生
な
ど
皆
で
掛
け
声
を
合
わ

せ
て
今
井
町
内
を
練
り
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

ル
ー
ト
を
通
っ
た
り
、
一
緒
に
な
っ
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
演
出
も
な
さ
れ
て
、
２
日
間
お
囃
子
が
町

内
で
聞
け
る
、
い
つ
も
と
違
う
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
を
味
わ
え
ま
し
た
。 

巨
大
な
だ
ん
じ
り
が
町

屋
の
瓦
す
れ
す
れ
に
通
り

ひ
や
ひ
や
す
る
通

り
も
あ

り
ま
し
た
。 

一
方
、
兵
部
町

に
繰
り

出
す
と
国
道
を
渡
る
と
き

に
は
警
察
官
、
パ
ト
カ
ー
の

協
力
を
い
た
だ
く
と
い
う

場
面
も
あ
り
、
無
事
秋
祭

り
を
執
り
行
え
ま
し
た
。 

   

今
井
町
の
秋
祭
り
と
同
じ
１４
、
１５
日
の
二
日

間
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
大
学
祭
「
白
橿
生

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
式
の
舞
台
で
は
若
林
相
談
役
の
書
が
披

露
さ
れ
て
、
期
間
中
は
大
学
祭
に
華
を
添
え
、
大

学
内
で
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食
ブ
ー
ス
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
井
町
内
で
は
、
「
今
井
町
町
歩
き
ー
予
防

医
学
の
宝
物
探
し
」
を
テ
ー
マ
に
着
物
で
町
歩
き

や
予
防
医
学
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
町

を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

町
中
に
隠
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

ク
イ
ズ
の
ヒ
ン
ト
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
（
ゲ
ッ
ト
）
し
て
、
解

答
し
順
々
に
町
を
歩
く
学
生
た
ち
で
活
気
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
ど
の
ク

イ
ズ
も
「
う
～
む
？
」
と
首
を
傾
げ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。 

          

（１）令和５年１１月１日                 い ま いは 今                     第 281 号  
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  今井景観支援センターまで  
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五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
に
感
謝
し
て 

  

春
日
神
社
・
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
開
催 

 

奈
良
県
立
医
科
大
学 

白
橿
生
祭 

  

今
井
町
町
歩
き 

～
予
防
医
学
の
町
歩
き
～ 

    

中
尊
坊
通
り
か
ら
御
堂
筋
へ
の
曲
が
り
角
の
だ
ん
じ
り
（
一
号
車
） 

遠
く
に
二
号
車
が
見
え
る 

  

本
町
筋
で
ひ
と
休
み
す
る
だ
ん
じ
り
（
二
号
車
） 

  



    

１ ０
月

１３
日
（
金
）
１３
時
か
ら
１５
日
（
日
）
１２
時

ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
小
樽
市
で
開
催
。
初

日
は
、
台
湾
の
著
名
な
町
並
み
保
存
の
活
動
家

の
丘
如
華
女
史
の
記
念
講
演
。
つ
づ
い
て
法
政

大
学 

堀
川
三
郎
教
授
の
講
演
は
「
小
樽
運
河
論

争
の
対
立
構
造
ー
そ
の
遺
産
と
新
た
な
動
き
」
と

題
し
て
４０
年
に
わ
た
る
小
樽
研
究
の
成
果
を
簡

潔
に
わ
か
り
や
す
く
要
点
を
突
い
た
も
の
で
、
小

樽
運
河
保
存
活
動
の
評
価
、
観
光
地
化
の
経
緯

と
功
罪
に
つ
い
て
、
そ
し
て
「
小
樽
の
終
り
の
は
じ

ま
り
」
と
い
う
問
題
提
起
に
至
る
内
容
は
先
生
の

軽
妙
な
語
り
口
と
と
も
に
参
加
者
を
強
く
魅
了

し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
午
前
は
、
運
河
コ
ー
ス
と
旧
銀
行
街

コ
ー
ス
に
分
れ
て
徒
歩
で
見
学
。
ガ
イ
ド
役
の
大

人
以
外
に
要
所
要
所
で
、
高
校
生
一
人
と
か
わ

い
い
小
学
生
二
人
が
手
作
り
の
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を

使
っ
て
説
明
。
小
樽
の
町
ぐ
る
み
で
参
加
者
を
も

て
な
し
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
と
て
も
心

地
よ
い
見
学
会
で
し
た
。 

 

午
後
は
、
５
分
科
会
に
分
れ
て
パ
ネ
リ
ス
ト
の

発
表
と
討
議
が
熱
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。  

三
日
目
は
、
な
ん
と
小
樽
市
の
市
議
会
の
議

場
が
会
場
で
、
西
村
幸
夫
先
生
（
本
年
今
井
町

並
み
散
歩
の
開
会
式
で
記
念
講
演
の
講
師
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
、

愛
媛
県
内
子
町
長
、
北
海
道
唯
一
の
重
伝
建
地

区
を
有
す
る
函
館
市
長

そ
し
て
地
元
小
樽
市
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
重
伝
建
を

「
活
用
す
る
町
」
「
模
索

す
る
町
」
の
立
場
で
重
伝

建
制
度
の
活
用
と
町
並

み
保
存
、
ま
ち
づ
く
り
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
考

え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。 

   

先
月
号
の
「
い
ま
い
は
今
」
に
掲
載
し
た
と
お
り

標
記
の
イ
ベ
ン
ト
が
爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
１０
日

間
の
会
期
で
開
催
中
で
す
。

５
会
場
で
９
人
の
作
家
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
今
井
ま
ち

や
館
は
作
家
さ
ん
に
大
人

気
で
４
人
の
作
家
さ
ん
が

一
部
屋
ず
つ
使
っ
て
展
示

し
て
い
ま
す
。 

       

                  

左
ポ
ス
タ
ー
記
載
の
通
り
、
奈
良
大
学
落
語
研

究
会
の
今
井
寄
席
が
１１
月

１１
日
（
土
）
１９
時
か

ら
今
井
ま
ち
や
館
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
夜
の
冷

え
込
み
に
備
え
て
聞
き
に
来
て
下
さ
い
。 

（２）令和５年１１月１日                 い ま いは 今                     第 281 号  

第

４６
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
小
樽
大
会 

  

参
加
報
告
書 

は
な
ら
ぁ
と
２
０
２
３ 

  

サ
テ
ラ
イ
ト
今
井
エ
リ
ア
開
会 

  

10/20  

 ～ 

  

10/29  

 中町筋生活広場  

藤田  千代  

 

旧北町生活広場  

坂野  真子  

 

景観支援センター  

六車  紀子  

 

今井まちや館  

芝谷  桂  

 

今井まちや館  

仲川  勝三  

 

今井まちや館  

シュウ・島岡亮次  

 

旧米谷家  

樋田  享子  

 

阿伽陀屋若林亭  

あきらも★ろっく  

 

今井まちや館  

櫻井  恵子  

 

落
語
「
今
井
寄
席
」 

開
催 

  


